
 
ハイヅカ湖地域ビジョン基本方針（試行版）P4、P5より抜粋 

具体的取り組みと試行プロジェクト 

 

（１）豊かな暮らしと文化・芸術（第 1・４分科会） 

 テーマ：ハイヅカのきれいを味わう 
試行プロジェクト 取り組み 

①ダム湖周辺の整頓 山・周辺道路・湖などの清掃をし、見た目をきれいにする。 

②それもごちそう 
ハイヅカ湖地域の風景の美しさや体験した面白さが、ごち
そうであり、歴史・過去・継承してきたことなど良いもの
を発見し、伝え学ぶ。 

③つながりをつくる 外部との交流、きれいで美味しいごちそうを外へ。 
（主な増進・解決策への意見） 

・里山の手入れ ・地元大豆の味噌づくり ・兼業の促進 ・安全な農作物づくり 
・美味しいものをみんなで食べ教える   ・伝統文化に誇りをもつ（神楽、盆踊り、太鼓） 
・写真、絵はがきコンテストを継続する  ・都市部・他地域の人とのコミュニケーション 
・灰塚の情報をネットで配信したり、新聞、ＴＶ、ガイド本などでＰＲしてもらう 
・行政とタイアップして空き家等を利用した住民移住計画を進める 

 
（２）自然との共生（第２分科会） 

 テーマ：日本一の里山づくり 
試行プロジェクト 取り組み 

①ハイヅカを知り、ハイヅカビューポイ
ントに名前をつける「探湖会」を開く 

ハイヅカ湖ができたことにより良くなったビューポイン
トを探して歩き、名前をつける会をつくる。 

②「雑草、かずら」などを取り除くだけ
でなく利用し楽しむ野の花（山野草）
を輝かす会を開く 

里山とは言いがたい風景を改善し、野の花を活かす、輝か
す会をつくる。 

③       ・になる 
 「里山の達人」・を発掘する 

 ・を育てる 
 「志立里山楽校」を創立する 

「里山の達人」をつくるため、志を同じくする人を集め、
里山に親しんでもらうための「志立里山学校」をつくる。 

（主な増進・解決策への意見） 
・自給自足を売りにした宿泊所を作る ・ハイヅカ湖へバスツアーで都市から来てもらう 
・青空教室を開く ・地域の人が株主になって地産地消の場をつくる  
・何時でも湖水面が見えるようにする 

 
（３）地域活性化（第３分科会） 

 テーマ：～ぐるっと～     っとハイヅカ 
試行プロジェクト 取り組み 

①   っとハイヅカ 
マップ・ガイドづくり 

沢山あるハイヅカ湖地域の魅力（祭り、イベント、生き物
など）を四次元マップにし、ガイドする（青空教室など）。 

②   っとハイヅカ 
おもしろ施設づくり 

・施設をもっと利用・活用する。 
・季節や旬の食を楽しむ。 

③   っとハイヅカ 
  抱きしめてハイヅカ湖 

みんなでハイヅカ湖をぐるっと手をつないで囲む「抱きし
めてハイヅカ湖」を 2010 年 5月 4日に開催予定。 

（主な増進・解決策への意見） 
・スローライフの体験 ・Ｉターンの促進 ・松茸再生 ・森林保護  
・地域の方が参画できる物産館 ・ハイヅカだけのオリジナルの発信や開発  
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（４）健康・福祉（第５分科会） 

 テーマ：健康福祉のメッカ 5 年計画 
試行プロジェクト 取り組み 

①マップづくり（歴史・自然・木かげ・ウ
ォーキングﾞ・水遊び・魚つり穴場） 

第３分科会と協同で実施。 

②若老男女・万人のための健康スポーツ企
画（車椅子ウォーキング・（電動カー）ハ
イキング・マラソン・ウォーキングﾞなど） 

マラソンやウォーキング、ハイキングなどのイベント企
画。→第３分科会と協同で実施。 

③ニュータイプの福祉の家・湖域構想 ・安心して住めるところ。 
・電動化も導入（車椅子ウォーキング）。 

（主な増進・解決策への意見） 
・パークゴルフ、グランドゴルフ、ハイキング等の定期的実施 ・水上ｻｯｶｰ場をつくる ・運動公園
周囲の３Ｓ（整理、整頓、掃除） ・季節毎のウォーキング（花、木、紅葉鳥の時期） ・電動ス
クーター教習所、運動療法への活用 ・新スポーツ‘草（クサ）レチック’大会の開催 ・つけも
の（自然、健康食、ブルーギルずし）レストランの開店 

 

（５）ウェットランドと環境教育（第６分科会） 

 テーマ：里山の自然博物館 
試行プロジェクト 取り組み 

①ブッポウソウの巣箱用支柱の設置と巣
箱かけ 

ブッポウソウの為の巣箱を設置する。 

②近隣の小学校に呼びかけて定期的な自
然観察会の開催 

三次市、庄原市の小学校に呼びかけて、定期的なイベント
として自然観察会を開催する。 

③周辺自治会との協力による苗づくりと
植樹会（ドングリ、モミジ、実もの） 

・ドングリはオシドリのえさになる。 
・オシドリはブッポウソウの巣箱を使うこともある。 
・小さい苗などなかなか育たないので、ある程度の大きさ
のものを育てる（３～４年）。 

（主な増進・解決策への意見） 

・コウノトリの住む環境作り ・環境センターの設立 ・紅葉林を多くする ・ネットによる PR 
・ウェットランドの予算獲得 ・人の手を入れない環境づくり ・ファンクラブ定期集会 

 

（６）情報提供・発信と人材育成（各分科会共通） 

試行プロジェクト 取り組み 

①ハイヅカ湖地域の情報提供・発信 ・ハイヅカ湖地域ビジョン WEB の開設 
  （http://www.haizuka.net） 

②地域リーダーとなる人材の育成 ・ボランティアガイド養成講座 
・ウェットランド等のハイヅカ湖資源を活かした体験学習
等のリーダーの育成講座 

 

 

 

 


